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災
害
危
険
区
域
に
つ
い
て

湯　淺　正　司

  

湯
淺　

災
害
危
険
区
域
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
詳
細
な
説
明
を
求
め
る
。

  

高
木
総
務
課
長 　

災
害
危
険
区
域
に
つ

い
て
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
指

定
と
、
浸
水
被
害
防
止
の
た
め
の
建
築
基

準
法
に
基
づ
く
指
定
の
２
と
お
り
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

指
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
11
年
6
月
、
死

者
24
名
、
山
腹
の
崩
壊
箇
所
3
0
0
余

を
記
録
し
た
広
島
豪
雨
災
害
を
起
因
と
し

法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
危
険
の
周

知
や
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
、
併
せ
て
住

宅
等
の
新
築
や
増
築
に
際
し
、
区
域
指
定

を
行
な
い
一
定
の
制
限
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
土
砂
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
命
を

守
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
熊
本
県
の
場

合
、
指
定
は
熊
本
県
の
砂
防
部
局
が
担
当

し
、
現
地
調
査
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
、

意
見
を
徴
収
し
た
上
で
指
定
と
な
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
地
域
は
、
土
砂
災
害
危

険
渓
流
沿
い
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇

所
等
で
あ
り
、
土
砂
災
害
危
険
区
域
（
イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
と
土
砂
災
害
特
別
危
険

区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）に
分
類
さ
れ
ま
す
。

  

井
建
設
課
長 　

建
設
基
準
法
に
基
づ
く

災
害
危
険
区
域
は
定
め
が
あ
り
、
地
方
公

共
団
体
で
津
波
、
高
潮
、
出
水
と
い
っ
た

水
関
係
で
す
。
危
険
の
著
し
い
区
域
を
災

害
危
険
区
域
と
し
て
指
定
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
危
険
区
域
に
指
定

し
た
場
合
、
住
居
の
建
設
の
禁
止
、
そ
の

他
、
建
築
物
の
建
設
に
関
す
る
制
限
が
災

害
の
防
止
上
必
要
な
も
の
は
規
制
で
き
る

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

湯
淺　

指
定
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
お

互
い
納
得
し
た
う
え
で
進
め
た
方
が
よ
い
の

で
は
。

  

総
務
課
長 　

行
政
と
し
て
一
番
悲
し
い

こ
と
は
自
然
災
害
に
よ
り
尊
い
市
民
の
命

や
財
産
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
実
際

平
成
24
年
の
災
害
の
際
に
も
、
最
前
線
で

そ
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

あ
の
惨
状
、
悲
し
い
思
い
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
は
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
説
明
を
き
ち

ん
と
行
っ
た
上
で
、
災
害
危
険
区
域
を
指

定
し
、
将
来
に
亘
る
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
が
行
政
の
責
任
で
あ
り
、
九
州
北
部
豪

雨
災
害
を
経
験
し
た
私
た
ち
の
使
命
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
命
を
今
後
も
守

り
続
け
ま
す
。
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乗合タクシー

高
齢
者
福
祉
の
充
実
を

川　端　忠　義

  

川
端 　

阿
蘇
市
民
の
３
人
に
１
人
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
が
希
望

を
持
っ
て
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
は
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
が
必
要

で
あ
る
。
高
齢
者
が
良
く
利
用
す
る
公
民

館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
状
況
は
ど
う
か
。

  

日
田
教
育
課
長 　

公
立
公
民
館
は
５

施
設
で
す
。
古
城
及
び
中
通
公
民
館
は
、

多
目
的
ト
イ
レ
、
玄
関
ス
ロ
ー
プ
は
設
置

済
み
。
阿
蘇
公
民
館
は
ス
ロ
ー
プ
の
み
設

置
済
み
。
そ
の
他
の
公
民
館
は
、
ま
だ
設

置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

  

川
端 　

高
齢
者
の
い
き
い
き
教
室
や
介

護
予
防
等
に
は
、
地
区
の
公
民
館
（
集
会

所
）
な
ど
で
、ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
か
。

  
岩
下
ほ
け
ん
課
長 　

地
区
公
民
館
や

地
区
集
会
所
を
中
心
に
約
90
ヶ
所
の
施
設

を
使
っ
て
、
年
に
１
回
か
ら
２
回
実
施
し

て
い
ま
す
。

  

川
端 　

地
区
公
民
館
（
集
会
所
）
の

整
備
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

  

教
育
課
長 　

地
区
集
会
所
施
設
整
備

補
助
金
の
予
算
の
範
囲
内
で
、
施
設
整
備

に
か
か
る
助
成
を
図
り
、
地
域
の
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
、
施
設
の
充
実
を
図
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

川
端 　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
で
、
帰

宅
の
下
車
は
自
宅
前
に
し
て
は
ど
う
か
。

  

宮
﨑
財
政
課
長 　

現
時
点
で
は
、
停

留
所
の
増
設
や
主
要
生
活
道
路
上
の
乗
降

箇
所
の
増
設
な
ど
で
対
応
す
る
こ
と
が
適

当
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

川
端 　

阿
蘇
市
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

  

山
口
福
祉
課
長 　

３
回
の
公
募
で
応
募

が
な
か
っ
た
の
で
、
根
本
的
に
方
針
を
見

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

川
端 　

阿
蘇
市
の
社
会
福
祉
協
議
会

が
整
備
・
運
営
し
た
ら
ど
う
か
。

  

福
祉
課
長 　
運
営
検
討
委
員
会
に
、
そ

の
意
見
も
含
め
て
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
、「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

合
併
か
ら
十
年
、課
題
と
施
策
に
つ
い
て

田　中　則　次
  

田
中 　

自
主
財
源
、
公
債
費
比
率
、

債
務
の
推
移
等
に
つ
い
て
は
、
全
協
及
び

本
会
議
で
説
明
が
あ
っ
た
。
少
子
高
齢
化

が
更
に
進
む
中
、
社
会
保
障
（
医
療
、
扶
助

費
等
）
の
高
騰
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
の

財
政
運
営
、
施
策
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

  

宮
﨑
財
政
課
長 　

社
会
保
障
費
は
、
毎

年
２
〜
５
％
増
加
が
想
定
さ
れ
、
交
付
金

の
削
減
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
自
治
体
の
責

任
の
中
で
削
減
で
き
る
事
と
、
財
源
確
保

に
努
力
い
た
し
ま
す
。

  

田
中 　

行
革
と
区
の
再
編
に
つ
い
て
だ

が
、
今
ま
で
百
名
程
を
削
減
し
、
更
に
五

十
名
の
削
減
を
目
指
す
中
、
職
員
の
事
務

量
の
均
衡
化
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
区
の
再
編
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

  

髙
木
総
務
課
長 　

部
長
権
限
の
下
、
部

内
異
動
を
含
め
、
一
部
の
課
や
係
・
職
員

に
過
度
の
負
担
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
努
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
区
の
再
編
は
、
時
間
は
か

か
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
区
の
財
産
や
こ

れ
ま
で
の
歴
史
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
な
う
な
ど
課
題
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
区
長
会
の
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
慎
重
に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

田
中 　

学
校
統
合
が
進
む
中
、
全
国

的
な
問
題
で
も
あ
る
と
思
う
が
、
財
源
も

含
め
て
国
・
県
へ
の
要
望
で
あ
る
と
か
、

跡
地
を
含
め
た
自
治
体
独
自
の
施
策
は
展

開
さ
れ
な
い
の
か
。

  

佐
藤
市
長 　

公
共
施
設
の
跡
地
利
用
、

ど
こ
で
も
悩
み
の
種
で
あ
り
、
市
と
し
て

も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

  
田
中 　

市
を
縦
断
す
る
８
ｍ
道
路
の
建

設
が
進
む
中
、
宮
地
〜
坂
梨
の
区
間
は
、

様
々
な
条
件
で
休
止
し
て
い
る
。
小
学
校

の
統
合
も
あ
り
交
通
量
も
増
え
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
何
ら
か
の
手
立
て
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
同
時
に
横
軸
で
あ
る

東
区
、
分
区
の
道
路
整
備
計
画
は
。

  

井
建
設
課
長 　

国
交
省
の
ト
ン
ネ
ル
も

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
検
討
、
判
断
し
て
お
い
り
ま
す
。

  

田
中 　

仙
酔
峡
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
休
止

し
て
四
年
半
、
こ
れ
か
ら
先
の
考
え
は
。

  

吉
良
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長 　

今
後
の

あ
り
方
を
含
め
、
検
討
会
を
設
置
し
、
国
・

県
と
の
相
談
も
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

他
に
、「
腐
食
が
進
む
行
政
棟
の
一
部
、

議
会
棟
の
建
設
計
画
に
つ
い
て
」、「
少
子

化
が
進
む
中
で
の
公
営
住
宅
（
建
て
替
え

を
含
む
）
に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
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内
牧・黒
川
千
丁
線
災
害
道
路
建
設
計
画
に
つ
い
て

波野駅前橋から見た泉谷川

田　中　弘　子
  

田
中 　

前
回
の
質
問
で
、
５
年
〜
10
年

の
月
日
が
か
か
る
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
れ
か

ら
の
実
行
計
画
が
あ
れ
ば
。

  

井
建
設
課
長 　

幹
線
道
路
か
ら
内
牧
中

央
線
、
ス
ー
パ
ー
み
や
は
ら
が
あ
り
ま
す
交

差
点
の
所
を
結
ぶ
計
画
で
、
延
長
１
６
０
０

メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
災
害

時
に
、
幹
線
道
路
と
内
牧
市
街
地
を
結
ぶ

た
め
の
道
路
と
位
置
付
け
を
し
ま
し
た
。

今
後
の
計
画
と
い
う
こ
と
で
、
用
地
測
量
、

幅
杭
と
地
権
者
へ
の
確
認
を
し
、
用
地
交

渉
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

又
地
質
調
査
の
結
果
、
地
盤
の
強
度
が
不

足
し
て
お
り
、
期
間
中
盛
土
を
し
、
地
盤

固
め
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

  

田
中 　

建
物
が
か
か
る
場
所
、ス
ー
パ
ー

み
や
は
ら
交
差
点
信
号
は
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
と
る
の
か
。

  

建
設
課
長 　

基
本
的
に
は
農
地
買
収

を
し
、
宅
地
等
に
は
か
け
な
い
よ
う
な
設

計
を
造
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
又
、
み

や
は
ら
付
近
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
十

字
路
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

  

田
中 　

道
は
人
を
動
か
し
ま
す
。
一
日
も

早
い
着
工
を
願
う
が
。

  

建
設
課
長 　

出
来
る
だ
け
円
滑
な
事
業

推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
へ
の
苦
情
に
関
す
る

　
　
　

電
話
件
数
及
び
内
容
に
つ
い
て

  

田
中 　

保
護
者
、
地
域
か
ら
の
コ
ー
ル

で
、
一ヶ
月
で
ど
れ
位
あ
る
の
か
。

  

日
田
教
育
課
長 　

４
月
〜
８
月
末
ま

で
、
い
じ
め
に
関
す
る
苦
情
は
１
件
、
生

徒
指
導
は
２
件
、
そ
の
他
３
件
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

  
佐
藤
市
長　

 

子
ど
も
は
阿
蘇
市
の
宝
で

あ
り
、
大
き
な
夢
と
希
望
の
も
て
る
健
全

な
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
が
私
た
ち

の
役
目
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
切
磋
琢
磨

し
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
大
き
く
成
長

で
き
る
よ
う
、
行
政
と
し
て
も
ハ
ー
ド
面

だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
も
教
育
環

境
を
整
え
進
め
て
い
き
ま
す
。

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
処
分
に
つ
い
て

市　原　　新

  

市
原 　

旧
遊
雀
小
学
校
の
校
舎
は
、

解
体
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
の
事

で
あ
る
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
。

  

園
田
教
育
部
長 　

遊
雀
小
学
校
跡
、
楢

木
野
小
学
校
跡
の
解
体
に
つ
い
て
は
、
現

在
教
育
財
産
と
し
て
の
利
活
用
は
考
え
ら

れ
ず
、
跡
地
利
用
委
員
会
に
諮
っ
て
、
地

元
の
意
向
を
聞
き
、
28
年
度
以
降
に
解
体

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

  

吉
良
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長 　

遊
雀

小
学
校
体
育
館
は
、
木
材
加
工
場
と
し
て

利
用
し
て
き
た
が
、
既
に
機
械
も
撤
去
し

て
い
ま
す
。
地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、

公
的
利
用
を
原
則
と
し
て
地
域
に
開
放
し

て
い
ま
す
。

  
市
原 　

体
育
館
の
屋
根
の
腐
食
が
進
ん

で
、
雨
漏
り
も
考
え
ら
れ
る
が
。

  

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長 　

調
査
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

  

市
原 　

調
査
し
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

楢
木
野
小
学
校
体
育
館
に
は
、
上
寿
園
の
備

品
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
保
管
の
期
限
は
。

  

教
育
部
長 　

品
物
が
ど
れ
だ
け
は
入
っ

て
い
る
か
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
。
関
係
課

と
協
議
を
し
、
速
や
か
に
対
処
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

家
屋
被
災
防
止
対
策
に
つ
い
て

  

市
原 　

旧
阿
蘇
町
、
旧
一
の
宮
町
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
例
の
な
い
痛
ま
し
い
大
災

害
で
、
河
道
の
改
修
、
遊
水
池
の
設
置
、

輪
中
堤
、
宅
地
の
嵩
上
げ
等
計
画
が
順
調
に

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
波
野
地
区
の
家
屋

被
災
防
止
対
策
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

  

井
建
設
課
長 　

河
川
の
氾
濫
に
よ
っ

て
、
大
道
地
区
の
家
屋
浸
水
被
害
が
あ
っ

た
の
で
、
泉
谷
川
の
護
岸
の
嵩
上
げ
、
両

岸
そ
れ
ぞ
れ
１
ｍ
予
定
し
て
い
ま
す
。
延

長
が
９
４
０
ｍ
で
３
年
を
め
ど
に
本
年
度

か
ら
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
、「
農
地
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

計画道路接続予定の三差路

（16）


